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「
国
語
国
文
」
第
八
十
七
巻
第
三
号

二
〇
一
八
年
三
月
刊
）

(

『
徒
然
草
』
第
九
十
二
段
の
「
得
失
」

―
文
献
学
に
よ
る
古
典
本
文
確
定
の
例
と
し
て
―

佐
々
木

勇

一
、
本
稿
の
目
的
と
課
題
設
定

１
．
本
稿
の
目
的

本
稿
の
筆
者
は
、
日
本
語
学
会
二
〇
一
六
年
度
秋
季
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
文
献
資
料
の
最
前
線
―
原
本
・
出
版
・
デ
ジ
タ
ル
―
」
に
お
い
て
、
公
開

が
進
ん
で
い
る
古
文
献
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
お
よ
び
コ
ー
パ
ス
を
活
用
す
べ
き

事
を
述
べ
た
上
で

「
当
該
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
お
よ
び
コ
ー
パ
ス
の
依
拠
本
を

、

理
解
し
、
不
明
な
点
は
テ
キ
ス
ト
本
文
や
そ
の
底
本
で
あ
る
古
写
本
・
版
本

、

。
」（

）

に
戻
っ
て
確
認
す
る
こ
と
は

今
後
も
常
に
必
要
で
あ
る

大
会
予
稿
集

と
強
調
し
た
。

本
稿
で
は
、
早
く
か
ら
国
語
科
教
科
書
に
も
採
ら
れ
て
有
名
な

『
徒
然

、

草
』
第
九
十
二
段
「
或
人
、
弓
射
る
事
を
習
ふ
に
」
の
「
得
失
」
を
、
流
布

（
１
）

本
本
文
が
『
徒
然
草
』
成
立
時
本
文
と
異
な
る
場
合
の
具
体
例
と
し
て
指
摘

す
る
こ
と
で
、
右
の
主
張
を
実
践
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
文
献
学
的
な
古

典
本
文
研
究
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
当
然
の
こ
と
を
、
現
時
点
に

お
い
て
、
あ
え
て
説
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

２
．
課
題
の
設
定

慶
長
十
八
年

一
六
一
三

刊
烏
丸
光
広
本

徒
然
草

を
底
本
と
す
る

日

(
)

『

』

「

本
古
典
文
学
大
系

」
の
当
段
前
半
本
文
を
、
左
に
引
用
す
る

（
編
者
が

。

30

加
え
た
振
り
仮
名
は
省
略
し
た
。
傍
線
は
引
用
者
、
以
下
同

）
。

或
人
、
弓
射
る
事
を
習
ふ
に
、
諸
矢
を
た
ば
さ
み
て
的
に
向
ふ
。
師
の

い

な
ら

も
ろ

む
か

云

は
く

初
心
の
人

二
つ
の
矢
を
持
つ
事
な
か
れ

後
の
矢
を
頼

（

）
、「

、

。

ふ
た

も

た
の

み
て
、
始
め
の
矢
に
等
閑
の
心
あ
り
。
毎
度
た
ゞ
得
失
な
く
、
こ
の
一

は
じ

矢
に
定
（
む
）
べ
し
と
思
へ
」
と
い
ふ
。
わ
づ
か
に
二
（
つ
）
の
矢
、

師
の
前
に
て
一
つ
を
お
ろ
か
に
せ
ん
と
思
は
ん
や
。
懈
怠
の
心
、
み
づ

ひ
と

か
ら
知
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
師
こ
れ
を
知
る
。
こ
の
い
ま
し
め
、
萬
事

し

し

に
わ
た
る
べ
し
。

（
第
九
十
二
段
）

「
日
本
古
典
文
学
大
系

」
で
は
、
右
の
「
得
失
な
く
」
に

「
当
り
・

、

30

は
ず
れ
を
考
え
ず

」
と
頭
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。

。

（
２
）

と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
得
失
」
に
つ
い
て
、
落
合
博
志
「

徒
然
草
』
本
文

『

」

、

再
考
―
第
十
二
・
五
十
四
・
九
十
二
・
百
八
・
百
四
十
三
段
に
つ
い
て

は

「
後
矢

「
後
の
矢

「
後
の
や
」
な
ど
と
す
る
古
写
本
・
板
本
が
有
る
こ
と

」

」

か
ら

「
解
釈
に
難
渋
す
る
「
得
失
」
よ
り
は

「
後
の
矢
」
を
採
る
べ
き
で

、

、

あ
ろ
う

」
と
し
た
。

。

（
３
）



小
川
剛
生
訳
注
『
徒
然
草
』
も
、
烏
丸
本
を
底
本
と
し
な
が
ら
、
諸
本
校

訂
に
よ
っ
て
「
後
の
矢
な
く
」
に
本
文
を
改
変
し

「
い
つ
も
二
本
目
の
矢

、

は
な
く
、
た
だ
こ
の
一
本
で
決
ま
る
の
だ
と
思
え

、
と
訳
し
て
い
る
。
小

」

川
著
書
で
は
、
こ
の
箇
所
の
諸
本
校
異
は
省
略
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
解
説

頁
に
「

段
の
「
後
の
矢
な
く
（
同
じ
く
（
引
用
者
注

烏
丸
本

「
得
失

:

）

440

92

」
）
」

、

、

な
く

な
ど

有
力
な
古
写
本
間
で
系
統
間
を
越
え
て
見
ら
れ
る
異
文
は

十
分
な
吟
味
を
経
て
な
お
就
く
べ
き
と
認
め
ら
れ
る
字
句
が
少
な
く
な
い

」
。

と
あ
る
。

「
後
（
の
）
矢
」
が
適
切
と
す
る
両
氏
の
根
拠
は
、
左
の
二
点
で
あ
る
。

１

「
後
（
の
）
矢
」
と
書
か
れ
た
古
写
本
・
板
本
が
有
る
こ
と
。

．
２

「
後
（
の
）
矢
」
の
ほ
う
が
、
解
釈
し
や
す
い
こ
と
。

．

し
か
し
、
右
二
点
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
問
題
を
残
す
。

[
]

根
拠
１
に
つ
い
て

『
徒
然
草
』
の
古
写
本
・
版
本
は
、
各
系
統
本
文
が
複
雑
な
交
渉
を
経

た
後
の
も
の
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
書
写
の
早
い
本
文
が
本
来
の
も
の

で
あ
る
、
と
は
言
い
切
れ
な
い
。

[
]

根
拠
２
に
つ
い
て

江
戸
時
代
以
来

「
得
失
」
の
本
文
を
解
釈
し
続
け
て
き
た
の
で
あ
り
、

、

容
易
に
は
理
解
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
『
徒
然
草
』
な
の
で
あ
る
、
と
い

う
主
張
へ
の
再
反
論
が
難
し
い
。

本
稿
で
は
、
文
献
学
・
日
本
語
史
学
に
よ
る
根
拠
を
示
し
て

『
徒
然
草
』

、

第
九
十
二
段
の
本
文
祖
形
が
「
毎
度
た
ヽ
後
矢
な
く
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
論

証
す
る
。

二
、
現
存
諸
本
本
文
か
ら
推
定
さ
れ
る
『
徒
然
草
』
本
文
の
祖
形

本
文
研
究
の
手
順
と
し
て
、
ま
ず
、
現
存
諸
本
本
文
に
お
け
る
語
形
を
確

認
す
る
。

（
４
）

１

「
後
矢
」
と
す
る
『
徒
然
草
』
諸
本

．
落
合
論
文
は
、
当
該
箇
所
を
「
後
矢

「
後
の
矢
」
な
ど
と
す
る
伝
本
と

」

し
て
、
陽
明
文
庫
本
・
高
乗
勲
文
庫
打
曇
表
紙
本
・
同
淨
教
坊
本
・
八
坂
神

（

）

社
本
・
静
嘉
堂
文
庫
一
冊
本
・
大
妻
女
子
大
本
・
河
野
美
術
館
本

116/466

・
東
洋
文
庫
二
冊
本
・
慶
長
初
年
刊
古
活
字
本
・
龍
門
文
庫
本
・
神
宮
文
庫

本
・
熊
本
大
学
教
育
学
部
本
を
挙
げ
て
い
る
。

（
５
）

し
か
し
、
落
合
論
文
を
含
め
た
先
行
研
究
・
諸
注
釈
書
は
、
現
存
最
古
の

『
徒
然
草
』
で
あ
る
静
嘉
堂
文
庫
蔵
永
享
三
年

一
四
三
一

正
徹
書
写
本
に

(
)

は
「
得
失
」
と
書
か
れ
て
い
る
、
と
判
断
し
て
い
る
。

①
正
徹
本
系
本
文

（
６
）

静
嘉
堂
文
庫
蔵
正
徹
本

つ
れ

種

上
・
下
二
冊
は

永
享
三
年

一

『

』

、

（

く

四
三
一
）
の
正
徹
自
筆
書
写
奥
書
・
花
押
を
有
す
る
写
本
で
あ
る
。
こ
の
正

徹
書
写
『
徒
然
草
』
に
お
け
る
「
得
失

（
第
三
十
八
段
・
七
十
五
段
）
と

」

九
十
二
段
の
当
該
箇
所
と
を
並
置
す
る
（
三
例
と
も
上
巻
で
あ
る

（
画
像

）
。

は

『
静
嘉
堂
文
庫
蔵
正
徹
本
徒
然
草

（

）

、

』

一
九
七
二
年
、
日
本
古
典
文
学
会

か
ら
引
用
し
た

。
）

（
三
十
八
段
）

（
七
十
五
段
）

得
失

得
失

（
九
十
二
段
当
該
箇
所
）



（

）

（

）

後

九
十
八
段

矢

九
十
二
段
別
箇
所

右
の
と
お
り
、
第
九
十
二
段
当
該
箇
所
の
書
き
方
は
、
第
三
十
八
段
・
七

十
五
段
の
「
得
失
」
と
は
異
な
る
。
九
十
二
段
は

「
後
矢
」
と
あ
る
本
文

、

に
重
書
し
て
い
る
。
重
書
は

「
後
」
の
終
画
が
右
に
出
な
い
よ
う
に
旁
下

、

の
縦
線
を
膨
ら
ま
せ

「
矢
」
を
「
失
」
に
す
る
た
め
に
縦
線
を
加
え
て
い

、

る
。
こ
の
重
書
は
、
複
製
本
で
も
明
確
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま

で
指
摘
が
無
い
。
正
徹
本
が
本
文
「
後
矢
」
に
加
筆
し
て
い
る
こ
と
は
、
静

嘉
堂
文
庫
蔵
原
本
を
閲
覧
し
て
確
認
し
た
。

正
徹
本
系
諸
本
に
は

「
後
の
矢

「
後
矢
」
と
す
る
伝
本
が
他
に
も
存
す

、

」

る
。陽

明
文
庫
蔵
室
町
時
代
中
期
写
本
の
相
当
箇
所
を

『
陽
明
叢
書
』
か
ら

、

左
に
引
用
す
る
（
／
は
改
行
。
以
下
同
じ

。
）

／

（
毎
度
た
ヽ
／
後
の
矢
な
く
）

「
後
の
」
を
ミ
セ
ケ
チ
と
し
、
右
上
に
小
さ
く
「
得
」
と
書
く
（
ミ
セ
ケ

チ
・
上
欄
書
き
込
み
と
も
後
筆

。
）

（
７
）

正
徹
本
系
と
さ
れ
る
東
海
大
学
図
書
館
蔵
室
町
期
写
本
（
桃

･

６
）
も
、

19

「

」

。

（

）

後
矢
な
く

で
あ
る

同
じ
く
大
妻
女
子
大
学
蔵
永
禄
六
年

一
五
六
三

写
本
、
慶
長
頃
写
打
曇
表
紙
本
（
国
文
研
高
乗

１
～
２

、
東
海
大
学

-
-

）

89

13

図
書
館
蔵
本
（
桃

･

）
も

「
後
の
矢
な
く
」
の
本
文
で
あ
る
。
東
海
大

、

（
８
）

19

16

（

）

、「

」

。

学
図
書
館
蔵
本

桃

･

江
戸
初
期
写
本
は

後
の
や
な
く

と
あ
る

19

15

ま
た
、
国
文
学
研
究
資
料
館
寄
託
中
田
光
子
氏
蔵
本
（
ナ
３

１
）
は
、

−
−11

「
得
失
な
か
く
」
の
右
傍
に
「
後
ノ
矢
ナ
ク
」
と
朱
書
さ
れ
て
い
る
。

②
常
縁
本
系
本
文

正
徹
本
よ
り
も
古
態
を
留
め
る
と
さ
れ
る
常
縁
本
『
徒
然
草
』
上
巻
（
早

（
９
）

稲
田
大
学
図
書
館
現
蔵
）
の
当
該
本
文
は
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

（
１
０
）

（
毎
度
に
矢
な
く
）

（
１
１
）

、

、

常
縁
本
系
と
さ
れ
る
京
都
大
学
図
書
館
蔵
菊
亭
家
旧
蔵
本
も

左
の
如
く

「
毎
度
に
や
な
く
」
と
あ
る
。

（
１
２
）／

こ
の
「
矢
」
は

〈
他
の
矢
〉
の
意
で
あ
ろ
う
。
お
な
じ
く
常
縁
本
系
の

、

（
１
３
）

龍
門
文
庫
蔵
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
写
本
に
は

「
の
ち
の
矢
な
く
」

、

（
１
４
）

と
記
さ
れ
る
（
毎
度･

た
ヽ･

の
ち
の
矢
な
く

。
）

や
は
り
常
縁
本
系
と
さ
れ
る
室
町
時
代
末
期
写
淨
教
坊
本
（
国
文
研
高
乗

）
も

「
毎
度
た
ヽ
後
の
矢
な
く

（
画
像

コ
マ
目
）
と
あ
る
。

-

、

」

89

12

39

よ
っ
て
、
常
縁
本
の
祖
本
も

「
後
の
矢
な
く
」
の
本
文
で
あ
っ
た
、
と

、

推
測
さ
れ
る
。

③
慶
長
初
期
刊
古
活
字
版

『
徒
然
草
』
版
本
と
し
て
最
も
古
い
慶
長
初
年
雲
母
刷
古
活
字
版
も

「
後

、

の
や
な
く
」
で
あ
る
。
こ
の
古
活
字
本
は

「
流
布
本
系
に
属
す
る
が
、
一

、

（
１
５
）

字
乃
至
二
三
字
と
い
う
小
異
同
は
、
正
徹
本
の
方
に
多
く
一
致
し
て
い
る
」

（
１
６
）



と
い
う
。

２

「
乙
矢

「
二
の
や
」
と
す
る
『
徒
然
草
』
諸
本

．

」『

』

（

）

（

）

東
海
大
学
蔵

つ
れ

草

慶
長
二
年

一
五
九
七

写
本

桃

く

-19

14

に
は

「
毎
度
た
ゞ
乙
矢
な
く

（
振
り
仮
名･

左
傍
注
は
後

、

」

[
]

乙
ノ
左
傍
ニ
「
得
」

ま
い
ど

と
く
し
つ

筆
）
と
あ
る
。

ま
た
、
常
縁
本
系
統
の
岸
上
慎
二
蔵
本
『
徒
然
草

（
江
戸
初
期
写
本
）

』

は

「
毎
度
に
二
の
や
な
く
」
で
あ
る
。

、

（
１
７
）

と
も
に
、
直
前
の
「
後
の
矢
」
と
の
重
複
を
避
け

「
後
矢
」
か
ら
、
同

、

意
の
「
乙
矢

「
二
の
や
（
矢

」
に
改
変
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

」

）

３

「
得
矢
」
と
す
る
『
徒
然
草
』
諸
本

．
右
の
ほ
か

「
得
や
」
と
記
す
本
が
有
る
。

、

毎
度
只
得
や
な
く
―
東
海
大
学
蔵
江
戸
初
期
写
本
（
桃
一
九･

三
四
、
伝

小
堀
遠
州
筆
本

。
）

ま
た

「
失
」
と
「
矢
」
と
を
字
形
と
し
て
区
別
し
な
い
本
も
存
す
る
中
、

、

両
字
を
区
別
し
た
上
で

「
得
矢
」
と
記
す
本
に
、
書
陵
部
蔵
延
宝
七
年
（
一

、

六
七
九

写
本

･

細
川
本
系
統

東
海
大
学
蔵
江
戸
初
期
写
本

桃

）

（

、

）
、

（

206

792

･

、
細
川
本
系
統
）･

同
じ
く
桃

･

、

･

、
金
澤
文
庫
蔵
江
戸
初

19

28

19

40

19

42

期
写
本

Ｙ
、
嵯
峨
本
第
四
種
刊
本
、
等
が
有
る
。
先
に
画
像
を
引
用
し

-914

68

た
陽
明
文
庫
本
も
、
訂
正
後
の
本
文
は
「
得
矢
」
と
な
る
。

こ
れ
ら
は
、
あ
る
い
は
「
得
る
矢
」
と
読
み

〈
後
の
矢
・
乙
矢
・
二
の

、

矢
〉
の
意
で
解
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

４

「
得
失
」
と
す
る
『
徒
然
草
』
諸
本

．①
室
町
時
代
の
写
本

第
九
十
二
段
の
当
該
箇
所
を
「
得
失
」
と
す
る
写
本
も
、
室
町
時
代
か
ら

存
在
す
る
。

毎
度
唯
得
失
な
く
―
書
陵
部
蔵
室
町
中
期
写
本
（
谷･

。
）
27

毎
度
只
得
失
な
く
―
東
海
大
学
蔵
室
町
期
写
流
布
本
（
桃
一
九･

三
三
。

烏
丸
本
系

。
）

毎
度
た
ヽ
得
失
な
く
―
龍
谷
大
学
蔵
室
町
期
写
本
（

２

。

-
-

）

021

583

②
細
川
本
（
幽
斎
本
）
系
統

正
徹
本
・
常
縁
本
・
烏
丸
本
系
統
と
並
ぶ
『
徒
然
草
』
四
系
統
の
一
と
さ

（
１
８
）

れ
る
細
川
本
も
、
当
該
部
を
「
得
失
」
と
す
る
。

毎
度
た
ゞ
得
失
な
く
―
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
蔵
慶
長
二
年
写

マ
イ
ド

只

ト
ク
シ
ツ

本
（
国
語
研
究
室

Ｆ

。

-

）

22

18

毎
度
た
ヽ
得
失
な
く
―
永
青
文
庫
蔵
細
川
忠
興
書
写
本･

松
井
明
之
氏
蔵

慶
長
八
年
写
本
（
国
文
研
マ
３

５
）･

東

−
−16

海
大
学
蔵
江
戸
初
期
写
本
（
桃
一
九･

二
四

。
）

毎
度
只
得
失
な
く
―
臼
杵
図
書
館
蔵
江
戸
初
期
写
本
（
三
門
和

号

。
）

マ
イ
ド

タ
ゞ
ト
ク
シ
ツ

174

③
江
戸
時
代
以
降
の
写
本
・
版
本

東
海
大
学
蔵
藍
表
紙
本
（
桃
一
九･

八
、
正
徹
本
系
。
江
戸
初
期
写
か
）･

蓬
左
文
庫
蔵
江
戸
初
期
写
本
（

、
正
徹
本
系
）･

東
海
大
学
蔵
卜
部
家

-107

22

本
（
桃
一
九･

一
二
、
常
縁
本
系
）
を
は
じ
め
と
す
る
、
江
戸
時
代
以
降
書
写

現
存
本
の
大
多
数
は
、
当
該
箇
所
を
「
得
失
な
く
」
ま
た
は
「
と
く
し
つ
な

く
」
と
す
る
。

嵯
峨
本
（
第
一
種
～
三
種
）
お
よ
び
現
行
諸
注
釈
書
底
本
の
慶
長
刊
烏
丸

本
ほ
か
、
流
布
本
と
呼
ば
れ
る
多
数
の
刊
本
も

「
得
失
な
く
」
で
あ
る
。

、

（
１
９
）

松
永
貞
徳
『
な
ぐ
さ
み
草

（
一
六
五
二
年
自
跋

・
北
村
季
吟
『
徒
然
草

』

）



文
段
抄

（
一
六
六
七
年
刊
）
以
降
の
注
釈
書
も
、
こ
の
「
得
失
な
く
」
の

』

本
文
に
注
を
付
す
。

（
２
０
）

５

『
徒
然
草
』
第
九
十
二
段
本
文
の
祖
形

．
以
上
、
現
存
諸
本
中
、
古
態
を
残
す
こ
と
が
多
い
と
さ
れ
る
正
徹
本
系
諸

本
・
常
縁
本
系
諸
本
お
よ
び
慶
長
初
期
刊
古
活
字
版
で
、
第
九
十
二
段
当
該

他
に
、
系
統
不
明

箇
所
に
「
後
矢

「
の
ち
の
矢
」
等
の
本
文
が
見
ら
れ
た
。

」

な
が
ら
「
後
の
矢
な
く
」
と
す
る
伝
小
早
川
秀
秋
写
本
（
静
嘉
堂
文
庫

）

105-9

、

『

』

も
有
る
。
ま
た

永
正
年
間
成
立
と
推
測
さ
れ
て
い
る
存
海

行
者
用
心
集

天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
書
写
「
徒
然
種
抜
書
」
で
も

「
後

矢
」
と
抄
出

、

ノ

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
外
の
「
乙
矢

「
二
の
や
」
は

「
後
矢
」
を
改
変
し
た

」

、

（
２
１
）

も
の
と
考
え
ら
れ
た

「
得
失
」
と
「
後
矢
」
と
を
合
わ
せ
た
よ
う
な
「
得

。

矢
」
も

〈
後
の
矢
〉
の
意
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

、

一
方
、
書
写
・
刊
行
の
比
較
的
新
し
い
細
川
本
お
よ
び
嵯
峨
本
・
烏
丸
本

以
降
の
流
布
本
諸
本
は

「
得
失
」
の
本
文
で
あ
っ
た
。

、

右
の
現
存
諸
本
本
文
実
態
か
ら

『
徒
然
草
』
第
九
十
二
段
の
本
文
祖
形

、

は
「
後
矢
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
、
と
言
え
る
。

し
か
し
、
正
徹
本
系
・
常
縁
本
系
写
本
を
含
め

「
得
失
」
と
す
る
室
町

、

。

、

『

』

、

期
・
江
戸
初
期
写
本
も
存
し
た

加
え
て

流
布
本

徒
然
草

本
文
に
は

正
徹
本
系
諸
本
・
常
縁
本
系
諸
本
よ
り
も
古
い
部
分
も
存
す
る
こ
と
が
言
わ

れ
て
い
る
。

（
２
２
）

『

』

、

本
節
に
お
け
る

徒
然
草

諸
本
の
本
文
調
査
に
よ
っ
て
判
明
し
た
の
は

次
の
二
点
で
あ
る
。

○
第
九
十
二
段
の
本
文
祖
形
は

「
後
矢
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

、

○
「
得
失
」
の
本
文
も
、
室
町
時
代
に
す
で
に
存
し
た
。

よ
っ
て

『
徒
然
草
』
現
存
諸
本
の
本
文
調
査
の
み
で
は

「
後
矢
」
が
第

、

、

九
十
二
段
の
本
文
祖
形
で
あ
っ
た
こ
と
を
断
定
で
き
な
い
。

三
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
両
語
の
意
味
か
ら
推
定
さ
れ
る
『
徒
然
草
』
本
文

の
祖
形

『
徒
然
草
』
成
立
時
の
本
文
を
定
め
る
に
は
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
両
語

の
意
味
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

１
．
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
後
矢
」
の
意
味

諸
本
に
異
同
の
無
い

『
徒
然
草
』
当
段
「
後
の
矢
を
頼
み
て
」
の
「
後

、

た
の

の
矢
」
は

「
次
の
矢

「
二
の
矢

「
乙
矢
」
の
意
で
あ
る
。
時
代
が
降
る

、

」

」

『
太
平
記

『
犬
追
物
草
根
集

『
貞
丈
雑
記

『
小
笠
原
流
礼
法
伝
書
』
な

』

』

』

ど
の
用
例
も
、
同
意
で
あ
る
。
語
構
成
か
ら
も
、
他
の
意
味
が
存
し
た
と
は

考
え
に
く
い
。

（
２
３
）

２
．
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
得
失
」
の
意
味

①
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
用
例
の
検
討

ま
ず

『
徒
然
草
』
に
お
け
る
「
得
失
」
の
用
例
を

「
日
本
古
典
文
学
大

、

、

系
」
か
ら
左
に
引
用
す
る
。

（
２
４
）

[
]

第
三
十
八
段

ま
こ
と
の
人
は
、
智
も
な
く
、
徳
も
な
く
、
功
も
な
く
、
名
も
な
し
、

誰
か
知
り
、
誰
か
傳
へ
ん
。
こ
れ
、
徳
を
隱
し
、
愚
を
守
る
に
は
あ
ら

し

つ
た

か
く

ま
も

ず
。
本
よ
り
賢
愚
・
得
失
の
境

に
を
ら
ざ
れ
ば
な
り
。

さ
か
ひ

[
]

第
七
十
五
段

人
に
戯
れ
、
物
に
爭

ひ
、
一
度
は
恨
み
、
一
度
は
喜

ぶ
。
そ
の
事
定

あ
ら
そ

う
ら

よ
ろ
こ

ま

れ
る
事
な
し

分
別
み
だ
り
に
起
り
て

得
失
止
む
時
な
し

惑

（

）

。

、

。

お
こ

や

ま
ど



（

）

。

。

、

ひ
の
上
に
醉

へ

り

醉
の
中
に
夢
を
な
す

走
り
て
急
が
は
し
く

ゑ

ゑ
ひ

い
そ

ほ
れ
て
忘
れ
た
る
事
、
人
皆
か
く
の
ご
と
し
。

わ
す

右
、
第
三
十
八
段
の
「
得
失
」
は
〈
長
所
と
短
所

、
第
七
十
五
段
は
〈
利

〉

と
不
利
〉
の
意
で
あ
る
。

次
に
、
鎌
倉
時
代
成
立
の
他
文
献
に
お
け
る
「
得
失
」
の
例
を
見
る
。
後

世
の
写
刊
本
し
か
残
ら
な
い
文
献
に
は

『
徒
然
草
』
と
同
様
の
問
題
を
含

、

む
可
能
性
が
存
す
る
た
め
、
鎌
倉
時
代
の
写
本
・
刊
本
か
ら
例
を
掲
げ
る
。

親
鸞
『
三
帖
和
讃

「
高
僧
和
讃

（
一
二
四
八
年
写
本
）

』

」

靈

山
聽

衆
ト
オ
ハ
シ
ケ
ル

源

信
僧
都
ノ
オ
シ
エ
ニ
ハ

報
化
二
土

リ
ヤ
ウ
セ
ン
チ
ヤ
ウ
シ
ユ

ク
ヱ
ン
シ
ン
ソ
ウ
ツ

ホ
ウ
ク
ヱ

ヲ
オ
シ
エ
テ
ソ

專
雜
ノ
得
失
サ
タ
メ
タ
ル
（
声
点
・
左
注
を
省
略
し

セ
ン
サ
フ

ト
ク
シ
チ

た

）
。

親
鸞
『
西
方
指
南
抄

（
一
二
五
六
年
写
本

（
全
八
例
の
う
ち
）

』

）

善
導
和
尚

･

專
雜
二
修
ヲ･

立･

諸
行

ノ
勝

劣
得
失
ヲ･

判
シ･

タ
マ
ヘ

セ
ン
タ
ウ
ク
ワ
シ
ヤ
ウ

セ
ン
サ
フ

シ
ユ

タ
テ

シ
ヨ
キ
ヤ
ウ

シ
ヨ
ウ
レ
チ
ト
ク
シ
チ

ハ
ン

リ･

（
二
四
八
３
）

ソ
ノ
專
雜
二
種
ノ･

得
失
ニ･

ツ
イ
テ･

今･

私

ニ･

料
簡
ス
ル
ニ･

五

ノ

セ
ン
サ
フ

シ
ユ

ト
ク
シ
チ

イ
マ

ワ
タ
ク
シ

レ
ウ
ケ
ン

イ
ツ
ヽ

義
ア
リ･

（
二
四
九
２
）

キ專
修
ト･

雜
行

ト
ノ･

得
失
ナ
リ･

得
ト
イ
フ
ハ･

往
生
ス
ル
事
ヲ･

ウ
ル

セ
ン
シ
ユ

サ
フ
キ
ヤ
ウ

ト
ク
シ
チ

ト
ク

コ
ト

ト
イ
フ･

（
中
略
）･

失
ト･

イ
フ
ハ･

イ
ハ
ク･

往
生
ノ
益
ヲ･

ウ
シ
ナ
エ

シ
チ

ヤ
ク

ル
ナ
リ･

（
五
五
四

６
）

親
鸞
は
、
右
の
他

『
觀
無
量
寿
経

裏
書
き

『
浄
土
論
註

『
唯
信
抄

、

』

』

（
専
修
寺
蔵
ひ
ら
が
な
自
筆
本

『
唯
信
鈔
（
西
本
願
寺
藏
寛
喜
二
年
親
鸞

）
』

書
寫
本

『
唯
信
鈔
（
専
修
寺
蔵
信
證
本

『
彌
陀
経
義
集

『
淨
土
文
類

）
』

）
』

』

聚
鈔
』
で
も
、
右
と
同
じ
く

「
得
失
」
を
〈
良
い
点
と
悪
い
点

〈
善
悪
〉

、

〉

の
意
味
で
使
用
し
て
い
る
。

『
明
恵
上
人
歌
集
』
宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）
写
本

ア
ル
時

二
無
我
ノ
コ
ト
ワ
リ
コ
ト
ニ
時
ヲ
成
シ
テ
／
思
ヒ
ス
マ
シ

タ
ル
ニ
松
風
シ
キ
リ
ニ
ヲ
ト
ツ
レ
テ
／
善
悪
諸
事
分
別
ナ
ク
オ
ホ

ユ
レ
ハ

諸
法
無
我
ノ
松
ノ
ア
ラ
シ
ノ
サ
ヒ
シ
サ
ニ
／
是
非
得
失
モ
ワ
ス
ラ
レ
ニ

ケ
リ
（

番
）

102

『
黒
谷
上
人
語
燈
録
』
元
亨
元
年
（
一
三
二
一
）
刊
本
（
全
七
例
の
う
ち
）

こ
の
二
行

の
得
失
を
判
す
る
に
さ
き
の
正

行

を
修
す
る
に
は
心

つ

き
や
う

と
く
し
つ

は
ん

し
や
う
き
や
う

し
ゆ

こ
ヽ
ろ

ね
に
か
の
く
に
ヽ
親
近
し
て
憶
念
ひ
ま
な
し

の
ち
の
雜
行

を
行

す

し
ん
こ
ん

を
く
ね
ん

さ
う
き
や
う

き
や
う

る
に
は
心

つ
ね
に
間
断
す
（
三

オ
５
）

こ
ヽ
ろ

け
ん
た
ん

71

こ
れ
は
專
修
と
雜
行

と
の
得
失
な
り
得
と
い
ふ
は
往
生

す
る
事
を
そ

せ
ん
し
ゆ

さ
う
き
や
う

と
く
し
つ

と
く

わ
う
し
や
う

い
は
く
（
四

オ
５
）

11

念
佛
し
て
浄

土
を
も
と
む
る
も
の
は
二
尊
の
御
心

に
ふ
か
く
か
な
へ

し
や
う
と

そ
ん

こ
ヽ
ろ

り
雜
を
修
し
て
浄

土
を
も
と
む
る
も
の
は
二
佛
の
御
心

に
そ
む
け
り

さ
う

し
ゆ

し
や
う
と

ふ
つ

こ
ヽ
ろ

善
導
和
尚

二
行

の
得
失
を
判
せ
る
事
こ
れ
の
み
に
あ
ら
す
（
四

オ

せ
ん
た
う
く
わ
し
や
う

き
や
う

と
く
し
つ

は
ん

12

７
）

右
の
ご
と
く

「
得
」
と
「
失
」
と
が
対
比
さ
れ

〈
良
い
点
と
悪
い
点
〉

、

、

の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

歌
合
の
判
詞
で
も

「
得
失
」
は
、
次
の
よ
う
に

〈
良
い
点
・
悪
い
点
〉

、

、

の
意
で
用
い
ら
れ
る
。

正
治
二
年
（
一
二
〇
〇

『
御
室
撰
歌
合

（

群
書
類
従
』
第
十
二
輯

和

）

』

『

歌
部
）左

右
共
以
無

得
失

可

為

持
之
旨
被

申
。

二

一

レ

レ

レ

宝
治
二
年
（
一
二
四
八

『
院
御
歌
合

（
同
右
）

）

』

左
右
共
に
。
心
詞
さ
せ
る
無

得
失

侍
れ
は
。
為

持
。

二

一

レ

建
長
三
年
（
一
二
五
一

『
影
供
歌
合
』
九
月
十
三
日
（
同
右
）

）



左
歌
こ
と
な
る
得
失
な
し
。
右
歌
お
も
へ
は
お
な
し
白
露
。
句
こ
と
に

く
た
け
て
聞
え
侍
る
に
や
と
て
。
負
侍
り
に
き
。

『
光
明
峯
寺
摂
政
家
歌
合
』
貞
永
元
年
（
一
二
三
二
）
七
月

『
河
合
社

、

歌
合
』
寛
元
元
年
（
一
二
四
三
）
十
一
月
十
七
日

『
十
五
夜
歌
合
』
文
永

、

二
年
（
一
二
六
五
）
八
月
な
ど
で
も
見
ら
れ
る
「
無
得
失
」
は
、
判
詞
の
常

套
句
で
あ
る
。
歌
そ
の
も
の
に
用
い
ら
れ
る
語
で
は
な
い
た
め

『
兼
好
法

、

師
集
』
お
よ
び
『
民
部
卿
家
褒
貶
』
に
使
用
例
は
存
し
な
い
も
の
の
、
歌
人

で
も
あ
る
兼
好
は

「
得
失
」
に
多
く
接
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

、

古
記
録
・
古
文
書
類
に
お
け
る
「
得
失
」
の
使
用
例
も
、
左
に
一
部
を
掲

げ
る
。

栄
西
『
改
偏
教
主
決
』
建
久
九
年
（
一
一
九
八
）
写
本

二

一

虚
實

之
言
相
共

不
弁

於
正
説
傳
説
之
得
失

ト

ト
ノ

ヒ

ニ
シ
テ

ヲ

明
恵
『
華
厳
佛
光
三
昧
觀
冥
感
傳
』
鎌
倉
初
期
写
本

（
２
５
）

必
人
可
観
察
其
得
失
。
已
受
人
身

希
値
佛
教

若
不
修
行
佛
法

者･

何

一

一

一

事
爲
業

然
其
修
行
者
唯
此
一
道
也
。

一

藤
原
定
家
『
明
月
記
』
寛
喜
元
年
（
一
二
二
九
）
六
月
小
二
十
九
日

（
２
６
）

妻
又
有
巫
覡
之
所
行
、
敬
神
忌
穢
事
不
似
例
人
、
其
得
失
毀
誉
雖
異
非

、

、

〈

〉

、

儀

不
辨
黒
白

北
院
御
室

守
覚
法
親
王

吉
水
大
僧
正
殊
褒
誉
給

是
又
各
抜
群
之
賢
者
、
有
所
見
給
歟

『
岡
屋
関
白
記
』
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
閏
四
月
九
日
（

大
日
本
史
料
』

『

に
依
る
）

宇
多
御
記
終
日
拝
見
之
、
毎
事
殊
勝
、
古
事
如
在
眼
前
、
臣
下
得
失
、

政
道
奥
旨
、
詩
歌
之
興
、
大
旨
在
此
御
記

『
葉
黄
記
』
宝
治
元
年
（
一
二
四
七
）
四
月
二
十
七
日
条

（
竹
内
理
三
編
『
鎌
倉
遺
文

（
東
京
堂
出
版
）
に
依
る
）

』

正
義
云
、
古
人
之
道
、
非
無
得
失
、
施
之
当
時
、
又
有
可
否
、
考
其
事

『
日
永
書
状
』
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
六
月

日
（
同
右
）

現
証
に
付
て
事
を
切
ん
と
思
処
に
、
彼
常
に
雨
を
心
に
任
て
下
す
由
、

披
露
あ
り
、
古
へ
も
又
雨
を
以
て
得
失
を
あ
ら
は
す
例
こ
れ
多
。

『
傳
心
法
要
』
金
澤
文
庫
蔵
鎌
倉
末
期
写
本

（
２
７
）

無
能
所

無
方
所

無
相
貌
無
得
失

趨

者

不
敢

入
此
法

恐
落
空

無

一

一

一

一

一

ク

シ

ワ
シ
ル

ノ
ハ

ス

ヘ
テ

テ

ノ

ニ

カ

チ

ニ

ト
ヲ

一

棲

泊

処

―
ト
マ
ル

『
選
択
集
述
疑
』
金
澤
文
庫
蔵
鎌
倉
期
写
本

（
２
８
）

就
此
文
有
二
意
一
明
往
生
行
相
二
判
二
行
得
失

凝
然
『
華
厳
経
探
玄
記
洞
幽
鈔
』
鎌
倉
末
期
写
本

（
２
９
）

調
達
善
星
阿
難
身
子
以
明

行
不
行
之
得
失

引

證
二
經
三
論

。

二

一

二

一

（
巻
四
之
四
）

得
失
相
対
勝
劣
相
対
。
以
顕

入
法
界
之
深
勝

（
巻
十
八
之
一
）

二

一

。

右
の
と
お
り

「
得
失
」
は
、
や
は
り

〈
良
い
点
と
悪
い
点

〈
良
否
〉

、

、

〉

の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
鎌
倉
時
代
の
写
刊
本
が
現
存
し
な
い
た
め
用
例
掲
出
を
省
略
し

た
『
光
明
藏
三
昧

『
開
目
抄

『
守
護
国
家
論

『
正
法
眼
藏

『
十
訓
抄
』

』

』

』

』

『

』
『

』
『

』

、

。

沙
石
集

一
言
芳
談

神
皇
正
統
記

で
の
使
用
例
も

同
意
で
あ
る

索
引
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
検
索
可
能
な
の
で
、
ご
確
認
願
い
た
い
。

本
稿
筆
者
の
調
査
で
は
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
得
失
」
に
は

〈
良
い

、

点
と
悪
い
点
〉
お
よ
び
〈
利
と
不
利
〉
の
意
味
で
の
用
例
し
か
見
出
せ
な
か

っ
た
。②

古
辞
書
に
お
け
る
記
述

現
存
文
献
に
基
づ
く
語
義
推
定
を
補
う
た
め
、
当
時
の
辞
書
に
お
け
る
記



述
を
見
る
。

『
色
葉
字
類
抄
』
に

「
動
植
〈
両
合
部
／
ト
ウ
シ
ヨ
ク
〉

得
失
〈
同

、

／
ト
ク
シ
チ

前
田
家
本･

巻
上

ウ
３･

ト
畳
字

と

得
失

に

両

〉
」
（

）

、
「

」

「

63

合
部
」
の
注
記
が
有
る

『
色
葉
字
類
抄
』
で
「
両
合
部
」
と
さ
れ
る
語
に

。

は

「
損
益

「
利
害

「
従
横

「
厚
薄

「
見
聞
」
な
ど
が
あ
る

「
得
失
」

、

」

」

」

」

。

も
こ
れ
ら
と
同
じ
く
、
対
義
字
を
組
み
合
わ
せ
た
一
語
で
あ
る
、
と
認
識
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
-

ま
た

時
代
が
降
る

文
明
本
節
用
集

に
も

―

得

失

、

『

』

「

（

）

」（

〈

〉

是
非

132

２
）
と

「
是
非
」
の
義
注
が
有
る
。

、

『

（

日

葡

辞

書

』

で

も

、

V
ocabvlario

da
L
ingoa

de
Iapam

）

「

（
得
失

ま
た
は

得
損

利
得
と
損

T
ocuxin.l,T

ocuſon.
P
roveito,&

preda.
.

,
」

失
と
）
、
と
語
義
説
明
さ
れ
て
い
る
。

（
３
０
）

こ
れ
ら
の
古
辞
書
の
記
述
か
ら
も
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
「
得
失
」
の
意

味
は
、
現
存
文
献
の
用
例
か
ら
帰
納
さ
れ
た
〈
良
い
点
と
悪
い
点
〉
あ
る
い

は
〈
利
と
不
利
〉
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
１
）

３

『
徒
然
草
』
第
九
十
二
段
本
文
の
祖
形

．
師
の
忠
言
「
初
心
の
人
、
二
つ
の
矢
を
持
つ
事
な
か
れ
。
後
の
矢
を
頼
み

ふ
た

も

た
の

て
、
始
め
の
矢
に
等
閑
の
心
あ
り
。
毎
度
た
ゞ

な
く
、
こ
の
一
矢
に
定

□

は
じ

（
む
）
べ
し
と
思
へ
」
の

が
「
後
矢
」
で
あ
れ
ば

〈
二
本
目
の
矢
は

□

、

無
く
、
こ
の
一
矢
で
当
て
よ
う
と
思
え
〉
の
意
と
な
る
。

が
「
得
失
」
の
場
合

〈
良
い
点
と
悪
い
点
〉
ま
た
は
〈
利
と
不
利
〉

□

、

の
ど
ち
ら
の
意
味
を
入
れ
て
も
、
解
釈
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
鎌
倉
時

代
に
お
け
る
語
義
の
検
討
か
ら
、
本
文
当
該
部
が
鎌
倉
時
代
に
「
得
失
」
で

あ
っ
た
、
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

よ
っ
て
、
本
節
の
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
語
意
の
検
討
か
ら
、
前
節
で
も
祖

形
で
あ
る
可
能
性
が
高
か
っ
た
「
後
矢
」
が

『
徒
然
草
』
第
九
十
二
段
本

、

文
祖
形
で
あ
っ
た
、
と
決
定
さ
れ
る
。

四

『
徒
然
草
』
第
九
十
二
段
に
お
け
る
「
得
失
」
と
「
後
矢
」
と
の
解
釈

、で
は
、
長
い
歴
史
を
持
つ
『
徒
然
草
』
注
釈
で
は
、
第
九
十
二
段
の
「
得

失

・

後
矢
」
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

」
「

１

「
得
失
」

．
「
得
失
な
く
」
の
本
文
が
広
く
流
布
し
た
た
め
、
こ
れ
を
解
釈
す
る
努
力

（
３
２
）

が
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
段
の
「
得
失
」
に
つ
い
て
注
し
た
比
較
的
早
い

例
は
、
加
藤
盤
斎
『
徒
然
草
抄

（
一
六
六
一
年
刊
）
で
あ
ろ
う
。
「
得
は

』

（
３
３
）

あ
つ
る
事

失
は
あ
た
ら
ぬ
事
也
」
と
し
、
貞
享
五
年
（
一
六
八
八

『
徒

）

然
草
諸
抄
大
成
』
も
、
こ
の
「
盤
斎
抄
」
の
説
を
引
用
す
る
。
元
禄
十
四
年

（
一
七
〇
一
）
刊
『
徒
然
草
集
説
』
に
も
、
類
似
の
注
が
あ
る
。
寛
文
十
三

年
（
一
六
七
三
）
秀
憲
写
『
徒
然
草
抄

（
国
文
研
高
乗

１
～
４
）
で

』

-
-

89

71

は
、
当
段
「
得
失
」
の
「
得
」
に
「
ア
ツ
ル
コ
ト

「
失
」
に
「
ア
タ
ラ
ヌ

」
、

コ
ト
」
の
注
を
付
す
。
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
刊
『
徒
然
草
直
解

（
国

』

文
研
高
乗

１
～
５
）
に
も

「
矢
ニ
ア
ツ
ル
ヲ
得

矢
ニ
ア
タ
ラ
ヌ
ヲ

-
-

、

89

103

失
ト
云
也
」
の
頭
注
が
有
る
。
高
階
楊
順
『
徒
然
草
句
解

（
一
六
六
一
年

』

刊
）
も

「
は
し
め
の
矢
に
あ
つ
る
事
を
う
し
な
ふ
共
後
の
矢
に
あ
て
得
ん

、

と
思
ふ
た
の
み
な
か
れ
と
い
ふ
こ
ヽ
ろ
を
得
失
な
く
と
は
い
へ
り
」
と
注
す

る

「
得
」
は
矢
が
当
た
る
こ
と

「
失
」
は
矢
が
当
た
ら
な
い
こ
と
と
す
る

。

、

の
は
、
右
の
諸
注
釈
と
等
し
い
。
し
か
し

「
得
失
」
を

「
う
し
な
ふ
共
後

、

、

の
矢
に
あ
て
得
ん
」
と
読
み
替
え
る
の
は
、
こ
じ
つ
け
と
し
か
言
い
よ
う
が



な
い

「
日
本
古
典
文
学
大
系

（
一
九
五
七
年
、
岩
波
書
店

・

日
本
古
典

。

」

）
「

文
学
全
集

（
一
九
七
二
年
、
小
学
館

「
新

日
本
古
典
文
学
大
系

（
一
九

」

）

」

八
九
年
、
岩
波
書
店
）
の
注
も

「
当
た
り
・
は
ず
れ
を
考
え
ず
」
の
類
で

、

あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
文
に
お
け
る
「
得
失
」
が
「
当
た
り
外
れ
」
で
あ
っ
た
と

す
る
と

「
得
失
な
く
」
は
「
当
た
り
外
れ
な
く
」
で
あ
り

「
当
た
り
外
れ

、

、

を
考
え
る
こ
と
な
く
」
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
拡
大
解
釈
を
認
め
た
と
し
て

（
３
４
）

も

「
当
た
り
外
れ
を
考
え
る
こ
と
な
く

「
こ
の
一
矢
で
当
て
よ
」
と
は
、

、

」

い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か

「
初
心
の
人
」
へ
の
注
意
と
し
て
、
ふ

。

さ
わ
し
い
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。

（
３
５
）

そ
の
た
め

「
得
失
」
の
「
失
」
あ
る
い
は
「
得
」
は
意
味
を
持
た
な
い
、

、

と
い
う
説
が
出
る
。

『

』（

、

）

、

川
瀬
一
馬

新
註
國
文
學
叢
書

徒
然
草

一
九
五
〇
年

講
談
社

は

「
失
は
そ
へ
た
も
の
で
、
得
に
意
味
が
あ
り
。
漢
語
の
熟
語
に
よ
く
あ
る
例

で
あ
る

」
と
す
る
。

。

（
３
６
）

一
方
、
田
辺
爵
『
徒
然
草
諸
注
集
成
』
は

「
得
失
と
は
「
失
」
を
意
味

、

す
る
帯
説
と
み
る
こ
と
が
で
き
は
し
ま
い
か
。

略

や
は
り

「
失
」
一
義
で

(
)

、

た
い
せ
つ

よ
く
は
あ
る
ま
い
か

」
と
言
う
。
安
良
岡
康
作
『
徒
然
草
全
注
釈

（
一
九

。

』

六
七
年
、
角
川
書
店
）
も

「

得
失
な
く
」
は

「
緩
急
あ
ら
ば
」
が
緩
に

、

「

、

、「

」

、

「

」
、

意
味
は
な
く
て

急
あ
ら
ば

の
意
と
な
る
よ
う
に

こ
こ
も

失
な
く

即
ち
、
や
り
そ
こ
な
う
こ
と
の
意
味
に
と
る
べ
き
で
あ
ろ
う

」
と
す
る
。

。

高
乗
勲
『
徒
然
草
の
研
究
』
七
九
一
頁
・

新
潮
日
本
古
典
集
成

（
一
九
七

『

』

七
年
・
二
〇
一
五
年
新
装
版

・

鑑
賞

日
本
の
古
典

方
丈
記
・
徒
然

）
『

10

草

（
一
九
八
〇
年
、
尚
学
図
書

『
完
訳

日
本
の
古
典

方
丈
記

』

）
、

37

徒
然
草

（
一
九
八
六
年
、
小
学
館

「
新
編

日
本
古
典
文
学
全
集

（
一

』

）
、

」

九
九
五
年
、
小
学
館
）
の
注
も
、
同
様
で
あ
る
。

だ
が
、
漢
語
に
類
例
が
あ
る
か
ど
う
か
で
は
な
く

「
得
失
」
に
そ
の
用

、

例
が
有
る
か
否
か
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い

「
得
失
」
の
場
合
、
中
国
に

。

お
い
て
も
日
本
に
お
い
て
も

「
得

「
失
」
の
一
方
に
意
味
が
な
い
と
考
え

、

」

（
３
７
）

ら
れ
る
例
は
、
無
い
。

以
上
要
す
る
に

『
徒
然
草
』
第
九
十
二
段
の
当
該
部
は

「
得
失
」
で
は

、

、

解
釈
で
き
な
い
。

（
３
８
）

そ
も
そ
も

「
当
た
り
外
れ
を
考
え
る
こ
と
な
く
無
心
で
射
よ

「
当
て
る

、

」

こ
と
だ
け
を
考
え
よ

「
や
り
損
な
う
こ
と
を
考
え
る
な
」
な
ど
の
助
言
で

」

あ
れ
ば
、
二
本
の
矢
を
持
た
ぬ
者
に
対
し
て
も
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
伝
統
的

な
解
釈
で
は
、
他
な
ら
ぬ
「
諸
矢
を
た
ば
さ
み
て
的
に
向
ふ
」
者
に
な
ぜ
こ

も
ろ

む
か

う
言
う
の
か
を
、
説
明
で
き
な
い
。

２

「
後
矢
」

．
「
後
の
や
な
く
」
と
す
る
慶
長
古
活
字
版
を
底
本
と
し
た
川
瀬
一
馬
『
徒

然
草

（
一
九
七
一
年
、
講
談
社
文
庫
）
の
現
代
語
訳
は

「
射
る
ご
と
に
、

』

、

後
の
矢
は
な
く
、
い
つ
で
も
こ
の
一
矢
に
中
り
を
決
し
よ
う
と
思
え

」
で

。

あ
た

け
つ

あ
る
。
は
じ
め
に
触
れ
た
小
川
剛
生
訳
注
『
徒
然
草
』
も
、
同
意
に
訳
す
。

（
３
９
）

五
、
結
び

本
稿
で
は
、
古
典
本
文
の
古
写
本
・
板
本
に
あ
た
っ
て
問
題
を
解
決
す
る

と
い
う
、
文
献
学
的
な
古
典
本
文
研
究
の
一
例
と
し
て

『
徒
然
草
』
第
九

、

十
二
段
の
本
文
祖
形
が
「
毎
度
た
ヽ
後
矢
な
く
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
証
し

た
。本

稿
で
設
定
し
た
課
題
を
解
決
す
る
上
で
の
新
規
性
は
、
左
の
三
点
で
あ



る
。

①
現
存
最
古
の
『
徒
然
草
』
写
本
正
徹
本
に
お
け
る
当
該
箇
所
は

「
後

、

矢
」
と
書
か
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
点
。

②
従
来
の
研
究
よ
り
も
多
く
の
『
徒
然
草
』
諸
本
本
文
を
調
査
・
比
較

し
、
当
該
箇
所
は

「
後
矢
」
が
原
形
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ

、

と
を
推
定
し
た
点
。

③
『
徒
然
草
』
成
立
時
の
「
得
失
」
は
、
第
九
十
二
段
当
該
箇
所
の
文

意
に
合
う
意
味
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
た
点
。

古
典
本
文
解
釈
の
過
程
で
本
文
に
疑
問
が
生
じ
た
な
ら
ば
、
各
種
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
・
コ
ー
パ
ス
を
活
用
し
つ
つ
、
確
認
が
容
易
に
な
っ
た
原
本
画
像
を

参
照
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
不
足
・
不
明
の
場
合
は
原
本
調
査
に
出

向
き
、
得
ら
れ
た
す
べ
て
の
情
報
・
用
例
を
使
用
し
て
、
古
典
本
文
を
決
定

し
た
い
。

古
典
本
文
の
扱
い
に
十
分
に
意
を
払
っ
た
日
本
語
史
研
究
が
、
現
代
に
お

い
て
、
改
め
て
求
め
ら
れ
る
。

注（

）

、『

』

、

『

』（

）

１

以
下

徒
然
草

の
章
段
は

松
永
貞
徳

な
ぐ
さ
み
草

一
六
五
二
年
自
跋

・
北
村
季
吟
『
徒
然
草
文
段
抄

（
一
六
六
七
年
刊
）
以
来
、
現
行
諸
注
釈
書
が
採

』

る
全
二
四
四
段
の
章
段
区
分
に
よ
っ
て
示
す
。

（
２
）
教
科
書
『
高
等
学
校
国
語
総
合

古
典
編

（
二
〇
一
四
年
、
三
省
堂

『
精
選

』

）
、

国
語
総
合

（
二
〇
一
四
年
、
三
省
堂
）
に
も

「
成
功
と
失
敗
。
こ
こ
で
は
当

』

、

た
る
か
当
た
ら
な
い
か
と
い
う
迷
い
の
心
」
と
脚
注
が
有
る
。
そ
の
他
、
明
治
書

院
・
第
一
学
習
社
・
東
京
書
籍
・
大
修
館
書
店
・
筑
摩
書
房
・
桐
原
書
店
・
教
研

出
版
な
ど
の
二
〇
一
三
年
刊
『
国
語
総
合

『
国
語
総
合

古
典
編
』
等
も
、
同
一

』

本
文
に
同
様
の
注
を
付
す
か
、
無
注
で
あ
る
。

（
３
）
同
氏
は

「

行
者
用
心
集
』
所
収
「
徒
然
草
抜
書
」
に
つ
い
て

―
存
海
と
『
徒

、
『

』

」（
『

』〈

、

〉

）

然
草

―

論
集

中
世
の
文
学

散
文
篇

一
九
九
四
年

明
治
書
院

所
収

注

、
お
よ
び
「
高
乗
勲
氏
蒐
集
の
古
典
籍

―
『
徒
然
草
』
関
係
資
料
そ
の
他

17」
（
『

』
〈

、

〉
）

、

―

田
安
徳
川
家
蔵
書
と
高
乗
勲
文
庫

二
〇
〇
三
年

臨
川
書
店

で
も

同
内
容
の
要
点
を
簡
略
に
述
べ
て
い
る
。

（
４
）
高
乗
勲
『
徒
然
草
の
研
究

（
一
九
六
八
年
、
自
治
日
報
社
）
の
対
校
諸
本
お
よ

』

び
齋
藤
彰
『
徒
然
草
の
研
究

（
一
九
九
八
年
、
風
間
書
房
）
の
「

徒
然
草
』
諸

』

『

本
の
系
統
分
類
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
諸
本
を
可
能
な
限
り
原
本
調
査
す
る
と
と

も
に
、
本
文
中
に
掲
げ
た
本
の
外
、
左
の
諸
本
を
閲
覧
し
た
。

東
海
大
学
桃
園
文
庫
影
印
叢
書
・
勉
誠
社
文
庫
・
細
川
家
永
青
文
庫
叢
刊
・
愛
媛

大
学
古
典
叢
刊
・
専
修
大
学
図
書
館
蔵
古
典
籍
影
印
叢
刊
・
和
泉
書
院
影
印
叢
刊

・
田
中
忠
三
郎
編
『
徒
然
草

（
一
九
三
三
年

・
有
吉
保
編
『
徒
然
草

（
二
〇
〇

』

）

』

六
年

・
大
妻
文
庫
の
複
製
本
。
ま
た
、
今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
江
戸
期
写
本

）

（

・
蓬
左
文
庫
蔵
江
戸
期
写
本
（

・
大
分
県
臼
杵
市
立
臼
杵
図
書

116/466
107-22

）

）

（

）

（

、

）

館
蔵
本

三
門
和

号

・
国
文
学
研
究
資
料
館
寄
託
写
本

ナ

マ

174
3
11
1

3
16
5

−
−

−
−

41-13
66-41

71-28
914.5-

・
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
本
（

、

、

・
天
理
図
書
館
蔵
本
（

）

イ

、

イ

・
神
宮
文
庫
蔵
本
（
特

）
は
、
複
写
資
料
を
頒
布
し
て

13
914.5-

17
1713

）

い
た
だ
い
た
。
加
え
て
、
本
稿
執
筆
時
点
に
、
国
文
学
研
究
資
料
館
・
国
会
図
書

館
・
内
閣
文
庫
・
早
稲
田
大
学
・
東
京
大
学
・
京
都
大
学
・
九
州
大
学
・
龍
谷
大

学
・
筑
波
大
学
・
宮
内
庁
書
陵
部
・
国
立
国
語
研
究
所
・
龍
門
文
庫
・
鶴
見
大
学

図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
画
像
を
見
た
。

『

』

、

。

（

、

、

以
下
の

徒
然
草

諸
本
は

原
本
を
閲
覧
し
た

静
嘉
堂
文
庫

正
徹
本

105-9

81-64
502-7

914
12Y

914
13Y

914

、

）

（

、

、

・
金
澤
文
庫

徒
然
草
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

―

―

14Y
914

15Y
914

16Y
914

22Y
914

38Y
914

39Y
914

43Y
914

―

―

―

―

―

―

―

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

・
東
海

―

―

―

―

―

―

51Y
914

52Y
914

63Y
914

66Y
914

68Y
914

145Y

）

大
学
（
桃
園
文
庫
蔵
写
本

･
､

･
､

･
､

･
､

･
､

･
､

･
19

6
19

14
19

15
19

16
19

22
19

23
19

､
･

､
･

､
･

､
･

､
･

､
･

､
･

､
･

､
･

24
19

26
19

27
19

28
19

31
19

34
19

35
19

36
19

37
19

､
･

､
･

､
･

､
･

､
･

、

･

・
今
治
市
河
野
美
術
館

39
19

40
19

41
19

42
19

43
19

44
19

68

）

455
470

100
113

151
311

206
792

502
54

557

（

）

（

、

、

、

、

～

の
十
六
点

・
書
陵
部

･
･

･
･

･

、
有
栖

・
内
閣
文
庫
（
特

・
斯
道
文
庫
（

ト

、

23
5057

060-0022
091-

293-2

）

）

）

（

）

（

（

）
、

、

京
都
祇
園
八
坂
神
社

第

箱

・
東
洋
文
庫

一

複
製
本

三

94
-C
-58

-A
-d-46

、

、

、

、

、

、

、

三

三

三

三

三

三

-A
-d-47

-A
-d-48

-B
-a-18

-B
-a-19

-B
-a-20

-B
-a-21

V
II-2-D

-b-8



、

（

）
）

（

、

、

、

V
II-2-D

-b-15
-F
-a-

-12
83

135
153

三

い

徒
然
草
抄

・
大
東
急
記
念
文
庫

、

、

、

・
龍
門
文
庫
（

・
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究

3398
3400

3402
3403

407

）

）

室
（
細
川
本

・
広
島
大
学
（
国
文

、
大
国

、
大
国

。
各
所
で
多

）

）

2558
0834

0916
く
の
皆
様
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
５
）
本
稿
の
筆
者
も
、
落
合
論
文
が
挙
げ
る
す
べ
て
の
本
の
本
文
を
確
認
し
た

「
慶

。

長
頃
写
打
曇
表
紙
本
」
は
、
高
乗
『
徒
然
草
の
研
究
』
が
「
宝
玲
文
庫
旧
蔵
本
」

と
し
た
本

「
静
嘉
堂
文
庫
一
冊
本
」
は

函

架

「
東
洋
文
庫
二
冊
本
」
と

、

、

502
7

は
一

Ｃ

室
町
末
期
写
本
の
こ
と
で
あ
る

「
熊
本
大
学
教
育
学
部
本
」
は
、
現

-
-

。

58

在
、
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
６

「
な
か
く
」
は
不
審
で
あ
る
も
の
の
、
正
徹
本
系
統
と
さ
れ
る
龍
谷
大
学
蔵
『
徒

）然
草
』
延
徳
二
年
写
本
も

「
た
ヽ
得
失
な
か
く
」
と
あ
る
た
め
、
個
別
的
な
誤
写

、

で
は
な
い
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
系
統
分
類
を
「
奥
書
・
章
段
配
列
・
本
文
異
同

な
ど
に
よ
る
」
齋
藤
『
徒
然
草
の
研
究
』
の
第
一
章
「
徒
然
草
諸
本
四
系
統
の
性

格
」
に
依
る
。
常
縁
本
系
統
・
細
川
本
系
統
・
烏
丸
本
系
統
も
同
じ
。
齋
藤
著
書

、

。

、

、

で
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
写
本
も

こ
の
分
類
法
に
基
づ
く

し
か
し

今
後

諸
本
の
分
類
法
が
変
わ
り
、
本
稿
で
採
り
上
げ
た
本
の
所
属
に
変
更
が
生
じ
た
と

し
て
も
、
本
稿
の
結
論
に
影
響
は
無
い
。

（
７
）
こ
の
修
正
は
、
三
藐
院
信
尹
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
（

陽
明
叢
書

「
徒
然

『

』

草

解
説
」
参
照

。
）

（
８
）
大
妻
女
子
大
学
蔵
と
慶
長
頃
写
打
曇
表
紙
本
に
つ
い
て
は
、
落
合
論
文
に
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
東
海
大
学
図
書
館
蔵
本
（
桃

･

）
を
、
齋
藤
『
徒
然
草

19
16

』

、

。

、

、

の
研
究

は

幽
斎
本
系
統
と
す
る

し
か
し

本
文
異
同
と
ミ
セ
ケ
チ
と
か
ら

正
徹
本
系
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

（
９
）
吉
田
幸
一
「
常
縁
本
つ
れ

草
私
考

―
常
緑
本
の
祖
本
は
つ
れ

草
の
原

く

ぐ

形
本
の
一
本
か
―

（

古
典
文
庫
」
第
一
四
九
冊
、
一
九
五
九
年

、
村
井
順
『
つ

」
「

）

れ

草

常
縁
本
上
巻

古
典
文
庫

第
一
九
〇
冊

一
九
六
三
年

同

常

く

』（
「

」

、

）
、

「
「

」

（

）
（

）
」
（
「

」

縁
本
つ
れ

草

の
優
秀
性

上

下

国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究

ぐ

１
〈
一
九
六
五
年
一
月

、
同

４
〈
一
九
六
五
年
三
月

、
同
『
常
縁
本
徒

-
-

〉

〉
）

10

10

然
草

解
釈
と
研
究

（
一
九
六
七
年
、
桜
楓
社
）
等
、
参
照
。

』

（

）
こ
の
常
縁
本
上
巻
は
、
村
井
順
所
蔵
時
に

「
古
典
文
庫
」
第

冊
目
（
一
九
六

、

10

190

三
年
）
と
し
て
影
印
出
版
さ
れ
た
。
現
在
は
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
蔵
品
と
な

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
「
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
お
い
て
、
全
頁

カ
ラ
ー
写
真
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（

）
安
良
岡
康
作
『
徒
然
草
全
注
釈

上
巻
』

頁
（
お
よ
び
同
氏
校
注
の
岩
波
文
庫

11

401

新
訂
版

一
九
八
五
年

福
田
秀
一
・
桑
原
博
史
編

常
縁
本

徒
然
草

一

〈

、

〉
）
、

『

』
（

九
六
八
年
、
大
修
館
書
店
）
は
、
こ
の
常
縁
本
本
文
を
「
毎
度
に
失
な
く
」
と
読

む
。
誤
り
で
あ
る
。

（

）
大
西
善
明
編
『
つ
れ
づ
れ
草

（
一
九
九
五
年
、
お
う
ふ
う
）
に
依
る
。

』

12
（

「
毎
度
二
矢
な
く
」
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
使
用
さ
れ
て

）
13

い
る
仮
名
字
母
か
ら
、
こ
の
解
釈
は
採
ら
な
か
っ
た
。

（

）
阪
本
龍
門
文
庫
善
本
電
子
画
像
集
に
依
る
。

14
（

）
川
瀬
『
徒
然
草

（
講
談
社
文
庫
）
は
、
こ
の
本
を
底
本
と
す
る
（
原
本
の
現
所

』

15

在
は
不
明

「
国
文
研
貴
重
書

」
も
同
版
で
あ
る
。
た
だ
し
、
国
文
研

）
。

99-93-1~2

本
は
、
抹
消
線
を
中
央
に
引
き
、
右
傍
に
「
得
失
」
と
後
筆
墨
書
さ
れ
る
。

（

）
右
注
川
瀬
著
書

頁
。

16

318

（

）
斎
藤
『
徒
然
草
の
研
究
』
の
資
料
編
に
依
る
。
こ
の
点
は
、
落
合
氏
前
掲
論
文
も

17

指
摘
す
る
。

（

）
島
津
忠
夫
「
心
さ
し
常
に
み
た
ら
す
し
て
つ
ゐ
に
も
の
に
ほ
こ
る
こ
と
な
し

―

18

徒
然
草
一
六
七
段
―

国
文
学

九
―
六

一
九
六
四
年
五
月

桑
原
博
史

諸

」（
「

」

、

）
、

「

本

（

諸
説
一
覧
徒
然
草

〈
一
九
七
〇
年
、
明
治
書
院
〉
所
収

、
同
『
徒
然
草

」

『

』

）

研
究
序
説

（
一
九
七
六
年
、
明
治
書
院

。

』

）

（

）

、

、

（

）
、

た
と
え
ば

慶
長
・
元
和
年
間
古
活
字
本

慶
長
刊
本

内
閣
文
庫･

特027-0018
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文
化
十
二
年
刊
本
（
内
閣
文
庫･

特

、
国
文
研
タ

（
寛
文
十
年

203-0111
5-7-1~2

）

刊
本

、
国
文
研
タ

（
刊
本

、
な
ど
の
諸
本
。

）

）

5-15-1~2

林
羅
山

野
槌

内
閣
文
庫･

江
戸
初
期
写
本

徒
然
草
鉄
槌

慶
安
元
年

一

（

）

『

』（

）
、『

』

（

20

六
四
八
）
刊

『
徒
然
草
句
解
』
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
刊
本

『
徒
然
草
明
汗

、

、

稿
』
正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）
刊
本
な
ど
で
あ
る
。

叡
山
文
庫
真
如
蔵
本

江
戸
初
期
写

は

後

失

で
あ
る

落
合
博
志

行

（

）

（

）

、
「

」

。

「
『

ノ

21

者
用
心
集
』
所
収
「
徒
然
草
抜
書
」
に
つ
い
て

―
存
海
と
『
徒
然
草
』
―

、
参

」

照
。

（

）
大
西
善
明
「
常
縁
本
徒
然
草
の
本
文
系
統
に
つ
い
て
（
上

（
下

（

金
沢
文
庫

）

）
」
『

22

』

、

）
、

「

」

研
究

第
９
巻
３
号･

４
号

一
九
六
三
年
三
月･

四
月

同

光
広
本
・
常
縁
本



（

月
刊

文
法
』
二
―

、
一
九
七
〇
年
八
月

、
川
瀬
『
徒
然
草

（
講
談
社
文

『

）

』

10

庫
）
解
説
、
等
参
照
。

（

）
た
だ
し
、
別
語
「
後
矢
（
う
し
ろ
矢

（
ひ
そ
か
に
敵
と
通
じ
て
味
方
を
そ
の
後

）
」

23

。

、

。
）

、
『

』

。

方
か
ら
射
る
こ
と

ま
た

そ
の
矢

は

平
家
物
語

等
に
例
が
見
ら
れ
る

（

）
こ
の
範
囲
は
、
正
徹
本
・
常
縁
本
も
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
し
か
し
、
常
縁
本
は
第

24

三
十
八
段
を
「
德
失
」
と
す
る
。
龍
門
文
庫
蔵
本
・
東
海
大
学
蔵
本
（
桃

）

19-6

本
で
も
、
第
三
十
八
段
を
「
德
失
」
と
書
く
。
あ
る
い
は

〈
長
所
と
短
所

〈
善

、

〉

悪
〉
の
意
味
の
場
合
に
限
り

「
德
失
」
と
書
き
分
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
し

、

。

、

（

）

（

）

れ
な
い

た
だ
し

東
海
大
学
蔵
本

桃

・
淨
教
坊
本

国
文
研
高
乗

19-16
89-12

は
、
第
三
十
八
段
・
第
七
十
五
段
と
も
「
德
失
」
で
あ
る
。
考
察
す
べ
き
課
題
で

あ
ろ
う
。

（

『
高
山
寺
資
料
叢
書

第
十
八
冊
』
に
依
る
。

）
25

（

）
こ
の
記
事
は
、
定
家
自
筆
本
存
在
不
明
で
あ
る
た
め
、
正
確
な
写
し
で
あ
る
『
明

26

月
記

徳
大
寺
家
本
』
第
五
巻
に
依
る
。

（

『
金
沢
文
庫
資
料
全
書

第
一
巻

禅
籍
篇
』
に
依
る
。

）
27

（

『
金
沢
文
庫
資
料
全
書

仏
典

第
四
巻

淨
土
篇
（
一

』
に
依
る
。

）

）

28
（

）
『

』
（

、

）

。

増
補
改
訂

日
本
大
蔵
経

一
九
七
三
年

鈴
木
学
術
財
団

か
ら
引
用
し
た

29
（

『
邦
訳

日
葡
辞
書
』
の
日
本
語
訳

『
邦
訳

日
葡
辞
書
』
に
は
、

に
対

）

。

T
ocuxin

30

し
て

「

（
ト
ク
シ

）
と
あ
る
べ
き
も
の
」
と
注
が
有
る
。

、

T
ocuxit

ツ

現
時
点
で
最
大
の
国
語
辞
典
で
あ
る

日
本
国
語
大
辞
典

第
二
版

第
八
巻

二

（

）

『

』

（

31

〇
〇
一
年
八
月
、
小
学
館
）
は

「
得
失
」
の
意
味
を
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。

、

（
１
）
得
る
こ
と
と
失
う
こ
と
。
と
く
し
ち
。

〈

〉
「

（

）

」

＊
新
令
字
解

荻
田
嘯

得
失

ト
ク
シ
ツ

ウ
ル
カ
ウ
シ
ナ
フ
カ

（

）

1868

（
２
）
利
と
不
利
。
得
喪
。
利
害
。
損
得
。
と
く
し
ち

「
利
害
得
失
」

。

＊
霊
異
記

下
・
序
「
吉
凶
の
得
失
は
、
諸
の
外
典
に
載
せ
た
り
」

（

〜

）

810
824

＊
玉
葉
‐
承
安
二
年

閏
一
二
月
二
日
「
大
外
記
師
尚
、
朝
夕
為

祗

候

（

）

1172

レ

二

于
御
所
之
辺

者
之
間
、
勘
文
之
得
失
、
必
被

尋
問

云
」

一

二

一

＊
徒
然
草

頃

七
五
「
分
別
み
だ
り
に
起
り
て
、
得
失
止
む
時
な
し
」

（

）

1331

＊
運
歩
色
葉
集

「
得
失

ト
ク
シ
ツ
」

（1548

）

＊
評
判
記
・
色
道
大
鏡

一
四
「
を
の
れ
正
し
く
し
て
家
の
得
失
を
か
ん

（

）

1678

が
み
」

＊
史
記
‐
韓
非
伝
「
観

往
者
得
失
之
変

」

二

一

（
３
）
成
功
と
失
敗
。

＊
徒
然
草

頃

九
二
「
毎
度
た
だ
得
失
な
く
、
こ
の
一
矢
に
定
む
べ
し
と

（

）

1331

思
へ
」

（
４
）
す
ぐ
れ
て
い
る
点
と
、
よ
く
な
い
点
。
と
く
し
ち
。
長
所
と
短
所
。

「

、

＊
米
沢
本
沙
石
集

三
・
四
四

銅
を
も
て
鏡
と
し
て
は
衣
冠
を
た
だ
し

（

）

1283

人
を
も
て
鏡
と
し
て
は
得
失
（
ト
ク
シ
ツ
）
を
知
り
」

＊
太
平
記

Ｃ
後
）
二
八
・
慧
源
禅
巷
南
方
合
体
事
「
諫
臣
両
人
の
異
儀
、

（

14

得
失
互
に
備
ふ
」

三

二

一

＊
童
子
問

中
・
四
二
「
学
問
成
否
得
失
、
非

俗
師
村
学
之
所

能
識

（

）

1707

也
」

鎌
倉
時
代
の
文
献
調
査
で
は
見
出
せ
な
か
っ
た
意
味
（
３

「
成
功
と
失
敗
」
の

）

用
例
は
、
本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る
『
徒
然
草
』
第
九
十
二
段
の
当
該
例
の
み
で

あ
る

そ
の
他

得
失

に

成
功
と
失
敗

の
意
味
を
立
項
す
る
辞
典
に

古

。

、
「

」

「

」

、
『

語
大
辞
典

（
一
九
八
三
年
、
小
学
館

『
新
潮
国
語
辞
典
〈
現
代
語
／
古
語
〉

』

）
、

第
二
版

一
九
九
五
年

大
辞
林

第
三
版

二
〇
〇
六
年

三
省
堂

大

』（

）
、『

（

）
』（

、

）
、『

辞
泉
（
第
二
版

（
二
〇
一
二
年
、
小
学
館
）
な
ど
が
有
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ

）
』

れ
ら
の
用
例
も

『
徒
然
草
』
九
十
二
段
し
か
な
い

『
時
代
別
国
語
辞
典

室
町

、

。

』（

、

）

、「

。

。
」

時
代
編

二
〇
〇
〇
年

三
省
堂

で
も

②
成
功
と
失
敗

当
た
り
は
ず
れ

、
『

』

。
『

』

を
立
て
る
も
の
の

徒
然
草

九
十
二
段
の
挙
例
の
み
で
あ
る

国
語
大
辞
典

（
一
九
八
一
年
、
小
学
館

『
言
泉

（
一
九
八
六
年
、
小
学
館

『
広
辞
苑
（
第

）
、

』

）
、

六
版

（
二
〇
〇
八
年
、
岩
波
書
店
）
は
、
②
「
成
功
と
失
敗
」
を
挙
げ
る
も
の

）
』

の
、
用
例
を
記
さ
な
い
。
小
型
辞
典
は

「
得
失
」
を
見
出
語
と
し
な
い
場
合
が
あ

、

り
、
用
例
数
の
制
約
も
あ
る
。
と
は
い
え
、
結
果
は
同
じ
で
あ
る

『
新
明
解
古
語

。

辞
典

第
三
版

（
一
九
九
五
年
、
三
省
堂

『
東
書

全
訳
諸
例
古
語
辞
典

（
二

』

）
、

』

〇
〇
六
年

『
旺
文
社

全
訳
古
語
辞
典
（
第
四
版

（
二
〇
一
一
年

『
三
省

）
、

）
』

）
、



堂

全
訳
読
解
古
語
辞
典
（
第
四
版

（
二
〇
一
三
年

『
旺
文
社

古
語
辞
典

）
』

）
、

（
第
十
版

増
補
版

（
二
〇
一
五
年
）
な
ど

「
得
失
」
に
「
成
功
と
失
敗
」
の

）
』

、

意
味
を
立
て
る
辞
典
の
用
例
は

『
徒
然
草
』
九
十
二
段
の
み
で
あ
る
。

、

よ
っ
て

『
徒
然
草
』
第
九
十
二
段
の
本
文
を
「
得
失
」
の
ま
ま
解
釈
す
る
と
、

、

日
本
語
史
上
の
孤
例
と
な
る
。

（

「
得
失
」
の
本
文
は

「
後
矢
」
と
の
字
形
類
字
に
よ
る
誤
写
か
ら
生
じ
た
、
と
考

）

、

32

え
て
い
る
。
こ
の
誤
っ
た
本
文
が
流
布
し
た
理
由
は
、
不
明
で
あ
る
。
あ
え
て
推

測
す
れ
ば

「
後
矢
」
で
は
「
後
矢
」
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
る
こ
と

「
後
矢
」

、

、

で
は
あ
り
き
た
り
の
助
言
と
な
る
こ
と

『
徒
然
草
』
中
に
「
得
失
」
の
使
用
例
が

、

あ
っ
た
こ
と
な
ど
の
理
由
が
考
え
ら
れ
る
。

（

）

（

）

『

』

（

）

慶
長
六
年

一
六
〇
一

奥
書

徒
然
草
寿
命
院
抄

・
元
和
七
年

一
六
二
一

33

序
文
『
野
槌

・
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
刊
『
徒
然
草
鉄
槌

・
慶
安
五
年
（
一

』

』

六
五
二
）
跋
『
な
く
さ
み
草

・

徒
然
草
諺
解

（
一
六
六
九
年
刊

・

徒
然
草
大

』
『

』

）
『

全

（
一
六
七
七
年
刊
）
に
は
、
当
段
の
「
得
失
な
く
」
へ
の
注
は
無
い
。

』

（

）
こ
の
点
は
、
落
合
論
文
も

「
も
し
以
上
の
二
説
の
よ
う
な
意
味
な
ら
ば

「
得
失

、

、

34

を
思
ふ
こ
と
な
く

「
得
失
の
思
ひ
な
く

、
あ
る
い
は
「
得
失
を
思
は
ず
」
な
ど

」

」

と
あ
る
べ
き
で

「
得
失
な
く
」
を

得
失
を
考
え
ず

の
意
に
解
す
る
の
は
無
理
で

、

"
"

は
な
か
ろ
う
か

」
と
す
る
。

。

（

）
季
吟
『
徒
然
草
文
段
抄
』
は

「
い
く
た
び
も
軽

重

得
失

な
く
、
只
一
す
ぢ
の

、

キ
ヤ
ウ
ヂ
ウ
ト
ク
シ
ツ

35

思
ひ
を
な
せ
と
の
義
な
り
」
と
注
す
。
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
刊
『
頭
書
徒
然

草
』
も
、
こ
れ
と
同
文
の
注
を
冠
す
。
ど
の
矢
も
、
軽
ん
ず
る
こ
と
も
重
ん
ず
る

こ
と
も
な
く
、
一
矢
に
集
中
せ
よ
、
と
い
う
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ

れ
も

「
得
失
」
の
前
に
「
軽
重
」
を
置
い
て

「
得
失
」
の
意
味
を
無
く
し
て
い

、

、

る
。

（

）
こ
の
川
瀬
著
書
は
、
正
徹
本
を
底
本
と
す
る

「
毎
度
た
だ
得
失
、
な
が
く
こ
の

。

36

。
」

、
「

、

一
矢
に
定
ま
る
べ
し
と
思
へ

の
翻
刻
本
文
を

い
る
ご
と
に
た
だ
あ
た
り
は

い
つ
ま
で
も
こ
の
一
矢
に
き
ま
る
も
の
と
思
ひ
な
さ
い

」
と
訳
し
て
い
る
。

。

（

）
諸
橋
轍
次
著
『
大
漢
和
辞
典

、
同
他
編
『
広
漢
和
辞
典

（
大
修
館
書
店

、
中

』

』

）

37

村
元
『
仏
教
語
大
辞
典
』
等
、
参
照
。

（

）

、

、
『

』
（

、

）
、

そ
の
他

比
較
的
早
い
注
釈
書

徒
然
草
詳
解

一
九
二
〇
年

明
治
書
院

38

『
徒
然
草
講
話

（
一
九
二
五
年
、
東
京
修
文
館

『
徒
然
草
新
講

（
一
九
五
二

』

）
、

』

年
、
武
蔵
野
書
院

『
徒
然
草
諸
注
集
成

（
一
九
六
二
年
、
右
文
書
院

『
徒
然

）
、

』

）
、

草
解
釈
大
成

（
一
九
七
一
年
、
岩
崎
書
店
）
等
に
も
、
本
文
に
記
し
た
注
を
出
る

』

も
の
は
無
い
。

（

）
こ
れ
ら
よ
り
も
早
く

「
矢
な
く
」
と
す
る
常
縁
本
を
解
釈
し
た
村
井
順
『
常
縁

、

39

本
徒
然
草

解
釈
と
研
究
』
は

「
矢
な
く
」
に

「
ほ
か
の
矢
は
な
く
の
意
」
と
語

、

、

釈
を
施
し

「
射
る
た
び
に
、
別
の
矢
は
な
く
、
こ
の
一
本
で
勝
負
を
き
め
る
の
だ

、

と
思
え

、
と
通
釈
し
て
い
る
。

」

（

）

さ
さ
き
い
さ
む
・
広
島
大
学
大
学
院
教
授


